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LHC-ATLAS実験の最近の結果から 
東京大学・素粒子物理国際研究センター坂本 宏 教授 

LHC-ATLAS実験では、この夏
までにすでに2fb-1を超える

データを蓄積した。既知の標
準模型が予測する現象の精
密な再現により検出器の理解
が進み、新現象探索が本格
的にスタートした。 

このイベントディスプレイ
はZZが4個のミュー粒子
に崩壊したもの。 




